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平成 31 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ（非連結） 
 
 

  当社は、平成 30 年５月 11 日に公表いたしました平成 31 年３月期の通期業績予想を下記のと

おり修正しましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 
 
 
１．平成 31 年３月期通期 個別業績予想の修正 

（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想(Ａ) 
百万円

3,100

百万円

20

百万円

30

百万円 

10 

円 銭

2 11

今 回 修 正 予 想(Ｂ) 2,800 △65 △55 △77 △16 28

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △300 △85 △85 △87 

増 減 率（％） △9.68 － － － 

（ご参考）前 期 実 績 
（平成 30 年３月期） 3,010 △12 22

 

6 1 41

 
差異の理由 
当第 3 四半期累計期間における個別業績は、他社と競合しつつ受注獲得に邁進しまたしたが、当初予

想しておりました大口案件が電子化や仕様変更により獲得する事ができず、当期の通期業績予想を達成

することは困難と判断し、通期業績の見通しを修正致します。 

利益につきましても売上高の減少に加えて、価格競争に晒される中、物流コスト、副資材の高騰等を

売上転嫁するには至らず、保有目的の投資有価証券においても一部時価評価を下げている銘柄が存在し、 

特別損失を計上することも予想され、当期純利益も修正致します。 

改めて、当期を含め来期以降の利益確保が出来るよう、売上内容の検討、原材料等の価格上昇分を十

分に吸収できる原価改善、経費削減等の努めて参ります。 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、

実際の業績は今後の様々な要因により業績予想とは異なる可能性があります。 
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